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開議 午前１０時００分 

      ◎開議の宣告 

１、議長（堀田） これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

      ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

１、議長（堀田） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、５番、山岸謙一議員、11番、渡辺富久馬議員

を指名します。 

 

      ◎日程第２ 行政報告 

１、議長（堀田） 日程第２、行政報告を行います。 

 町長から行政報告の申出がありますので、発言を許します。 

 田中町長、登壇願います。 

 

１、町長（田中） 行政報告をさせていただきます。 

 十勝港の「農林水産物・食品輸出促進計画」の認定についてであります。 

 令和７年３月６日付で、本町より申請をしておりました「農林水産物・食品輸出促進計画」につ

きまして、国土交通省より正式に認定を受けましたので、報告いたします。 

 本計画は、農林水産物や食品の輸出促進を図るために港湾管理者が策定するものであり、関係機

関や地元関係者など多くの皆様のご協力をいただき、取りまとめたところでございます。 

 行政報告資料を別添でおつけしておりますので、併せてご覧をいただきたいと思います。 

 促進計画の認定を受けた産直港湾においては、輸出促進に資する港湾施設の整備に対して、国の

支援を受けることができる内容となっており、十勝港第４ふ頭に造成を予定しておりますコンテナ

ヤードの整備工事につきましても、補助金が交付される予定となっております。 

 昨年５月に開設された定期コンテナ航路の利活用促進を図るための計画策定でありますが、今後

は、国、関係機関、背後圏の民間事業者の方々など、より一層の連携を図り、産直港湾としての役

割を果たすべく、道東、また、十勝において生産される農畜産品や乳製品等の輸出拡大に向けて、

さらなる努力を重ねていく所存であります。 

 以上、行政報告とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

 

１、議長（堀田） 以上で、行政報告を終わります。 

 

      ◎日程第３ 議案第３０号～日程第１１ 議案第３８号 

１、議長（堀田） 日程第３、議案第30号 令和７年度広尾町一般会計予算についてから日程第11、

議案第38号 令和７年度広尾町下水道事業会計予算についてまでの９件を一括議題とします。 



－143－ 

 

 本案９件は、予算審査特別委員会に付託されていたものであり、報告書は各自お手元に配付して

おります。 

 ここで、委員長の報告を求めます。 

 予算審査特別委員会委員長、前崎茂議員、登壇の上、報告願います。 

 

１、予算審査特別委員会委員長（前崎） 予算審査特別委員会審査報告書。 

 令和７年第１回定例会において本委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定し

たので、会議規則第77条の規定により報告します。 

 １、委員会開催日、令和７年３月５日、11日、12日の３日間であります。 

 ２、事件及び審査の結果であります。 

 議案第30号 令和７年度広尾町一般会計予算についてから議案第38号 令和７年度広尾町下水道

事業会計予算についてまで９件を「原案のとおり可決すべき」と決定をいたしました。 

 以上で、予算審査特別委員会の報告といたします。 

 

１、議長（堀田） 以上で、報告を終わります。 

 これより討論、採決を行います。 

 お諮りします。議案第30号 令和７年度広尾町一般会計予算についての１件と議案第31号 令和

７年度広尾町港湾管理特別会計予算についてから議案第38号 令和７年度広尾町下水道事業会計予

算についてまでの８件を２つに分けて討論、採決を行いたいと思いますが、これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第30号１件と議案第31号から議案第38号までの８件を２つに分けて討論、採決を行

うことに決しました。 

 初めに、議案第30号 令和７年度広尾町一般会計予算について討論、採決を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

 ７番、志村國昭議員、登壇願います。 

 

１、７番（志村） 私は、議案第30号 令和７年度広尾町一般会計予算に対し、反対の立場で討論

を行います。 

 本予算案は、厳しい財政下にあって、住民福祉、教育、また、産業振興等々、多岐にわたり編成

に対する努力が見られる内容となっています。 

 しかし、多くの町民が異を唱える、新たな公園整備を推し進めるための予算が計上されています。

物議を醸した本事業については白紙撤回し、もう一度、一から検討し直す真摯な態度を示すことが、

執行者として当然のことと考えます。時間をかけ町民理解の可否を判断しても、決して時期を逸し

たことにはならないと思います。公園整備によって人口減を食い止めるなど、根拠のない理由で計
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画を進めようとすることは、理にかなっていません。 

 議決権を与えていただいた責任ある立場として、到底認めることにはなりませんので、本予算案

に反対するものです。 

 

１、議長（堀田） 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

 ４番、雄谷幸裕議員、登壇の上、発言を許します。 

 

１、４番（雄谷） 議案第30号 令和７年度広尾町一般会計予算について、賛成の討論をさせてい

ただきます。 

 令和７年度予算は、田中町長として初めての本格予算であります。 

 大きな議論となっている公園整備事業については、第６次まちづくり推進総合計画作成時の公園

緑地や子どもの遊び場の整備に対する満足度が23.5％と低いアンケート結果、計画書の８ページに

記載されておりますアンケート結果から、基本計画では子育て支援の充実、それと公園・緑地など

土地の適正利用の施策、これの目標達成のための具体的な方法として、防災公園を整備すると記載

されています。 

 田中町長就任後に行った新たな公園づくりに関するアンケートの自由記載を読みますと、若い方

でも賛成、反対、高齢の方でも賛成、反対と、賛否様々な意見があり、そうした町民の声を踏まえ

た見直し案が示されました。見直しにより防災機能は当初の計画から削除されましたが、本町にと

って防災・減災対策は町民の安心・安全を守るため重要な課題と認識されており、さきの一般質問

の答弁では、公園完成後は一時避難場所としての指定、防災訓練、防災イベントを開催するなど、

防災面で活用するとの答弁がありました。 

 また、見直し案では、防災倉庫を令和10年度以降に再考としていました。12月定例会の私の一般

質問に前倒しを考えているとの答弁がありましたが、さきの３月６日の一般質問では、田中町長の

任期である令和９年度までに進めるとの答弁がありました。 

 昨年12月18日に開催された見直し案町民説明会で、「立ち止まって何が生まれるの」との町民の意

見がありました。日当たりのよい公園で、町のにぎわいの創出や活性化を図ることにつながる公園

整備に賛成であります。 

 歳出予算のうち、経常的経費の人件費、扶助費、補助費等では、６年度政策予算より増加してい

ますが、物件費は臨時的な要素の情報システム標準化・共通化の予算を除くと６年度政策予算額よ

り6,240万円ほど減額となっており、かなり絞り込んだ歳出予算となっています。 

 歳入予算は、慢性的な収入不足を財政調整基金、減債基金の繰上げで補っており、限られた財源

の有効活用を図りながら町政運営がされるところであります。 

 全ての世代が希望を持って住み続けたいと思えるまちづくりを町民とともに進める思いで、子育

て支援や教育、福祉、産業に目配りし、公約を積極的に反映させた予算となっていることから、本

予算案に賛成するものであります。 

 以上申し上げ、賛成討論といたします。 
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１、議長（堀田） 次に、本案に対する反対討論の発言を許します。 

 10番、前崎茂議員、登壇願います。 

 

１、10番（前崎） 議案第30号 令和７年度広尾町一般会計予算に対し、反対討論いたします。 

 令和７年度予算において新たな政策予算として、多くの町民、とりわけ高齢者の皆さんから強い

要望が寄せられていた、帯状疱疹の重症化や苦痛から解放する帯状疱疹ワクチン接種費用の助成事

業や、長年要望されていて議会でも再三取り上げてきた、高齢者の皆さんのコミュニケーションを

図り社会参加の支援につながる補聴器購入助成事業、あわせて、地域公共交通会議の設置は、来年

度以降の実証運行を経て高齢者の足を確保するコミバス等につながるものと考えられます。高齢者

の皆さんが、本町に安心して住み続ける一助になるものと思慮されるものであります。 

 しかし、一方で町民の方々から疑問の声がある防災公園の見直し案については、安易に防災倉庫

を先送りすることなく、さらなる町民参画の下、10年後、20年後に禍根を残さないように、第６次

まちづくり推進総合計画の基本計画等に基づき、しっかりとしたグランドデザインを策定すべきも

のであります。 

 また、全国で本町だけと言われる政治家記念館の運営は、自治体がすべきものではありません。

速やかな運営形態を見直すべき時期に来ております。 

 さらに、滞納整理機構運営分担金は均等割が10万円から20万円に引き上げられ、加えて16万人の

帯広市と3,000人の自治体が同額であり、滞納税額の引継ぎが全くない４町も分担金を負担するな

ど、矛盾がさらに拡大しております。これらを鑑みて、当該機構設置後20年超の今日、見直す時期

であります。 

 よって、本予算案に反対をするものであります。 

 

１、議長（堀田） 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

 ８番、浜野隆議員、登壇願います。 

 

１、８番（浜野） 私は、議案第30号 令和７年度広尾町一般会計予算について、賛成の立場で討

論を行います。 

 令和７年度一般会計予算案については、厳しい財政状況の中、町民の負託に応えた予算内容であ

ると評価するものであります。 

 出産祝い金の拡充や子育て支援の一層の充実、高齢者補聴器購入費助成や帯状疱疹ワクチン接種

費用助成など高齢者支援、健康予防対策など、町民が安心して暮らすための予算をはじめ、幅広く

福祉の充実を図っており、行政サービスの維持向上に努めております。 

 また、新たな公園整備は、子育て環境の充実や町のにぎわい創出につながる、広尾町の未来を見

据えた重要な事業であります。 

 教育においても、小中学校の児童生徒に対する給食費の無償化やタブレット端末の更新事業をは



－146－ 

 

じめ、新たに広尾高校に進学する生徒確保を図るため、広尾高校下宿運営事業助成金の新設や、公

設民営塾の試行などを盛り込んでおり、教育環境の向上を目指す内容となっております。 

 また、継続事業として、農林水産・商工業への支援の充実により、地域経済の安定にも配慮し、

当面の諸課題に対応した予算編成であると理解するものであります。 

 令和７年度予算案は、基金から取崩しを行う厳しい予算編成になりましたが、町民が安心・安全

に暮らすまちづくりに取り組む内容となっております。 

 よって、本案に賛成するものであります。 

 

１、議長（堀田） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 別になければ、これをもって討論を終了します。 

 これより、議案第30号 令和７年度広尾町一般会計予算について、起立により採決します。 

 本案に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきとするものです。 

 本案は委員長の報告どおり決することに賛成の議員は、起立を願います。 

（賛成者起立） 

 起立多数であります。 

 よって、本案は委員長の報告どおり可決されました。 

 次に、議案第31号 令和７年度広尾町港湾管理特別会計予算についてから議案第38号 令和７年

度広尾町下水道事業会計予算についてまでの８件を一括して討論、採決を行います。 

 お諮りします。本案８件は討論を省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案８件は討論を省略します。 

 これより議案第31号 令和７年度広尾町港湾管理特別会計予算についてから議案第38号 令和７

年度広尾町下水道事業会計予算についてまでの８件を一括採決します。 

 お諮りします。本案８件に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきとするものです。 

 本案８件は、委員長の報告どおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案８件は委員長の報告どおり可決されました。 

 

      ◎日程第１２ 発委第１号 

１、議長（堀田） 日程第12、発委第１号 広尾町議会個人情報保護条例の一部改正についてを議

題とします。 

 提出者に提案理由の説明を求めます。 

 議会運営委員会委員長、志村國昭議員、登壇願います。 
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１、議会運営委員会委員長（志村） 発委第１号 広尾町議会個人情報保護条例の一部改正につい

て提案理由を申し上げます。 

 本案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部が改正

されたことに伴い、本条例で引用している箇所の項のずれ及び条文の整理など、所要の改正を行う

ものであります。 

 議案資料に新旧対照表がございますので、ご確認いただければと思います。 

 なお、本改正条例は、令和７年４月１日から施行するものであります。 

 以上、議決方よろしくお願いします。 

 

１、議長（堀田） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。本案に対する質疑の発言を許します。 

（「なし」の声あり） 

 別になければ、以上で質疑を終結します。 

 お諮りします。本案は討論を省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案は討論を省略します。 

 これより発委第１号 広尾町議会個人情報保護条例の一部改正についてを採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

      ◎日程第１３ 発議第２号 

１、議長（堀田） 日程第13、発議第２号 食料安全保障の強化に向けた基本計画並びに酪農及び

肉用牛生産の近代化を図るための基本方針の改訂に関する意見書の提出についてを議題とします。 

 提出者に提案理由の説明を求めます。 

 ３番、大庭克彦議員、登壇願います。 

 

１、３番（大庭） 発議第２号 食料安全保障の強化に向けた基本計画並びに酪農及び肉用牛生産

の近代化を図るための基本方針の改訂に関する意見書の提出について。 

 別紙のとおり、会議規則第14条第２項の規定により提出をいたします。 

 国内農業をめぐっては、少子・高齢化に伴う農家戸数の著しい減少や、耕作放棄地の増加、頻発

する自然災害などによって農業生産基盤が脆弱化しており、国民の命の源である食料の供給不安定

化や食料自給率の低下、地域経済の衰退を招くなど、我が国の食料安全保障が脅かされている。 
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 こうした情勢を背景に、昨年の通常国会で「食料・農業・農村基本法」が改正され、本年３月末

までに改訂される基本計画において、今後の施策の方向性を位置づけるとしており、令和９年以降

の水田政策についても盛り込まれる見通しにある。あわせて、酪農・畜産の中長期的な指針となる

「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針」（酪肉近）も基本計画と同様、年度内に改訂

される見込みである。 

 とりわけ基本計画及び酪肉近において、これまでは10年間だった計画期間を５年間に短縮させ、

農業の構造転換を集中的に推進するとしている。また、基本計画においては合理的な価格形成につ

いても位置づけるとしており、その実効性確保に向けて通常国会に関連法案も提出される予定であ

る。 

 このため、両計画においては、国内の農業生産の増大を基本に、生産意欲が向上する目標の設定

や農業所得の確保に資する施策の構築など、現場に寄り添った農業政策が求められ、その実現に向

けた農業予算の増額が必要となっている。さらに、食料の価格についても、農業者、食品産業、消

費者など幅広い食料システムの関係者の合意の下で、コスト上昇に見合った価格改定が行われる環

境等が求められている。 

 ついては、基本計画及び酪肉近の改訂に当たっては、食料安全保障を強化する観点に立ち、農業

者の声を反映した施策が実現されるよう下記事項を要望するものであります。 

 １つ目として、基本計画の改訂に当たっては、国内農業生産を増大することを基本とし、食料自

給率の向上に資する目標設定や、国民の理解醸成を踏まえた上での農業者が再生産可能な価格が形

成される環境整備（直接支払制度の構築）など、生産現場の意見に寄り添った農政を推進するとと

もに、農業予算を大幅に拡充すること。 

 ２つ目として、酪肉近の改訂に当たっては、酪農・畜産農家の生産意欲が向上する生産目標数量

を設定し、目標の確実な達成に向けた生産基盤強化策などの施策を盛り込み、生産者が将来の展望

を持てるようにすること。 

 また、中長期的な国産牛乳・乳製品の安定供給に向けて、今般の需給緩和による影響を鑑み、今

後は生産抑制・減産に頼らないよう、国が責任を持って需給調整のための出口対策などを行うこと。 

 以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出するものであります。 

 提出先は、記載のとおりであります。 

 議決方よろしくお願いいたします。 

 

１、議長（堀田） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。質疑の発言を許します。 

（「なし」の声あり） 

 別になければ、以上で質疑を終結します。 

 お諮りします。本案は討論を省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 
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 よって、本案は討論を省略します。 

 これより採決します。 

 お諮りします。本案は、提出者の提案どおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案は提案のとおり可決されました。 

 

      ◎日程第１４ 発委第２号 

１、議長（堀田） 日程第14、発委第２号 閉会中の委員会継続調査についてを議題とします。 

 本件の調査事項は、各自お手元に配付しておりますので、委員長の提案説明を省略して事務局長

に朗読させます。 

 白石事務局長。 

 

１、議会事務局長（白石） 発委第２号 閉会中の委員会継続調査について。 

 地方自治法第109条の規定による次の所管事務調査事件について、閉会中の継続調査を要するも

のと決定したので、会議規則第75条の規定により申し出るものであります。 

 申出者は、総務常任委員会委員長、産業常任委員会委員長、議会運営委員会委員長です。 

 記といたしまして、１、調査期間は、令和７年第１回定例会終了後から令和７年第２回定例会ま

で。 

 ２、調査事件。 

 総務常任委員会、（１）、教育施設（遊休施設）等の現状と今後の見通しについて。 

 産業常任委員会、（１）、本町の農業の現状と課題及び今後の展望について。 

 議会運営委員会、（１）、議会の運営に関する事項について、（２）、議会の基本条例、会議規則等

に関する事項について、（３）、議長の諮問に関する事項について。 

 以上であります。 

 

１、議長（堀田） お諮りします。会議規則第75条の規定により、各常任委員会及び議会運営委員

会の活動として、申出のとおり閉会中も継続して調査できるよう提案がありました。 

 各委員長の申出どおり、閉会中の継続調査に付することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本件は申出のとおり閉会中の継続調査に付することに決しました。 

 

      ◎閉会の議決 

１、議長（堀田） 以上をもって本定例会に付議された案件は、全て終了しました。 

 お諮りします。これをもって本定例会を閉会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会は本日で閉会することに決しました。 

 

      ◎閉会の宣告 

１、議長（堀田） これにて令和７年第１回広尾町議会定例会を閉会します。 

閉会 午前１０時３２分 

 


